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１． 長寿命化修繕計画の概要 

 

（１） 背景と目的 

沖縄都市モノレール（既存区間）は、平成 15 年 8 月 10 日に那覇空港駅～首里駅区間が開業し

て以来、定時速達性が確保された公共交通機関として県民や観光客の足として利用され、まちづく

りの推進や交通渋滞緩和等に大きな効果を発揮しています。また、さらなるアクセス性向上のため

令和元年 10 月 1 日に首里駅～てだこ浦西駅区間が開業しました。 

 このような背景から、今後も永く県民や観光客にとって便利で快適な公共交通機関としての機能

を保全するためより効率的かつ効果的な維持管理を行い、限られた財源の中でそれらを維持して

いくための取り組みが不可欠となります。 

コスト縮減のためには、一般的であった従来の対症療法型から損傷が大きくなる前に予防的な対

策を行う予防保全型へ転換を図り、沖縄都市モノレールのインフラ構造物の長寿命化を図る必要が

あります。 

 そのため浦添市では、公共交通機関の安全性の確保および将来的な財政負担の軽減を図るた

め、令和 5 年 2 月、最新の点検結果に基づき同計画を改定し、長寿命化修繕計画を策定します。 

 

（２） 長寿命化修繕計画の対象構造物 

本市管理区間は県道 241 号線～市道国際センター線の約 1200ｍ区間(図－1)となり、表-1 に示

すインフラ構造物を長寿命化修繕計画の対象とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図-1 位置図 
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※単純鋼桁：合成・合理化鋼軌道桁  連続鋼桁：連続合理化鋼軌道桁を示す。 

※上記は道路法施行規則第 4 条の 5 の 6 の規定に基づく道路施設となります。 

(３)計画期間 

本計画は令和 7 年度から令和 17 年度までの 10 年間とします。 

それまでの期間も定期点検を 5 年ごとに実施し、点検結果を踏まえて適宜修正を行います。 

(4)対象構造物の状況 

令和 3 年度から令和 4 年度にかけて実施した定期点検の結果、図-2 に示す構造物について、健

全度Ⅰでした。 

次回点検まで、日常的な遠望目視での経過観察を行っていきます。 

  

    

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-1 対象構造物 

図-2 インフラ構造物の健全性の分布 

表-2 インフラ構造物の健全性の判定区分 

（軌道桁・支柱・自由通路・駅舎） 

軌道桁【上下区間各】：42 基（48 径間） 

支柱        ：44 本 

自由通路      ：2 基 

駅舎        ：1 基 
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(5)対策の優先順位の考え方 

限られた予算の中で効率的かつ効果的に維持管理するため優先順位を設定します。 

健全度の低い構造物修繕の優先を基本としますが、すべての管理構造物が健全度Ⅰであるため、

下記に示す重要度項目を考慮し優先度を決定します。 

 

 

一般軌道部 駅部 

  利用者数 

  運航の継続性に与える影響度 

  車両基地からの距離 

  交差条件 

  隣接構造物 

  桁下高さ 

  景観配慮 

  利用者数 

  観光地等アクセス拠点 

  駅舎構造形式 

  景観配慮 

 

  当面の間は 5 年に 1 度の定期点検での経過観察を行い、健全度Ⅱ以下と判定された構造物は  

順次老朽化対策を早い段階で実施し、健全度を維持することを目標とします。 

 

(6)コスト縮減の取り組み 

長寿命化修繕計画を策定し、従来の一般的であった対症療法型ではなく、定期的な点検と補修によ

り予防的な対策を行う予防保全型による維持管理を行うことで、財政負担の低減を図りつつ利用者の安

全を確保出来るよう取り組みます。 

 
 
                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※シナリオ①：対症療法型  シナリオ②：予防保全型を示す。 

表-3 重要度の評価項目 

図-3 長寿命化修繕計画に基づく維持管理によるコスト縮減効果の試算 
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(7)新技術等の活用 

① 補修等における「新技術等の活用」について 

浦添市が管理しているモノレール施設では、短期間での補修を必要とする具体的な損傷は、現時点

では生じていません。 

したがって、補修等における「新技術等の活用」に関しましては、短期的な数値目標の設定は困難で

あると判断します。 

今後は、定期的な点検を確実に実施し、予防保全型による維持管理を徹底的に行うことで、施設の

長寿命化を図ります。 

 

② 点検等における「新技術等の活用」について 

 点検等における「新技術等の活用」に関して、浦添市が管理している施設特有の課題があります。具

体的には、点検コスト（人手）の増大につながる損傷が、従来の技術では夜間作業が必須となる区域に

集中しているという点です。 

この課題を解決するため、夜間環境（低照度）に対応可能な技術、または区域外からの遠望に対応可

能な技術を積極的に採用します。新技術の活用により、以下の効果を実現します。 

・点検の効率化 

・交通規制の削減 

・夜間点検の割合の低減 

 

③ 目標 

令和 7 年度から令和 12 年度までの 5 年間で実施する点検において、管理している PC 軌道桁 38

橋、単純合成鋼軌道桁 2 橋、4 径間連続鋼連続軌道桁 2 橋、RC 橋脚 41 基、鋼製橋脚 6 基、駅舎 1

駅を対象として新技術等を導入します。この導入により、約 300 千円のコスト削減を目指します。 

 

（８）沖縄都市モノレール路線施設の『集約化・撤去』について 

沖縄都市モノレール路線は、都市交通における単一の主要幹線としての役割を担っており、代替と

なる迂回路が存在しないため、施設の機能や路線を「集約化」または「撤去」することは、都市の交通機

能維持の観点から短期的には困難であると判断します。 

 また、駅についても、その機能および構造上の特性から、周辺駅との集約や撤去は利用者の利便性

維持の観点から短期的には困難であると結論付けました。 

 以上の理由から、『集約化・撤去』に関する短期的な数値目標の設定は現時点では困難となります。

今後は長期的視点に立ち、本市と同様にモノレール施設を管理する国、県、那覇市と緊密に連携し、

合理的かつ持続可能な管理手法の確立を目指します。 

また次回検討時に周辺の状況等を踏まえて集約化・撤去の検討を行います。 
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２． 長寿命化修繕計画 

 

管理範囲全体図および長寿命化修繕計画を次のページに示します。 

本計画は、新たな点検結果を得た場合は見直し(更新)を行います。 

 

  

5-88



6 
 

 

  

5-89



7 
 

 

  

5-90



8 
 

 

5-91


